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大
東
亜
戦
争
と
知
識
人

㈦

昭
和
前
期
の
政
治
学

大

塚

桂

一

問
題
の
所
在

二

学
問
の
自
由
と
国
家
権
力（
以
上
第
五
巻
第
四
号
）

三

日
本
主
義
社
会
学

四

日
本
主
義
哲
学
（
以
上
第
六
巻
第
一
号
）

五

日
本
主
義
経
済
学

六

日
本
主
義
法
学
（
以
上
第
六
巻
第
二
号
）

七

国
体
・
高
度
国
防
国
家
（
以
上
第
六
巻
第
三
号
）

八

日
本
主
義
政
治
学

九

国
体
学
（
以
上
第
六
巻
第
四
号
）

一
〇

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
変
容（
以
上
第
七
巻
第
一
号
）

一
一

戦
争
と
政
治
学
者

⑴

蝋
山
政
道

⑵

今
中
次
麿

⑶

戸
沢
鉄
彦

一
一

戦
争
と
政
治
学
者

⑴

蝋
山
政
道

蝋
山
政
道
は
、
戦
前
に
は
『
政
治
学
の
任
務
と
対
象
』（
一
九
二
五
年
）、『
行
政
学
原
論
』（
一
九
三
六
年
）な
ど
の
著
作
で
政
治
学
や
行

一

大
東
亜
戦
争
と
知
識
人

㈦
（
大
塚
）
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政
学
の
自
立
を
模
索
し
、
戦
後
は
『
政
治
学
原
理
』（
一
九
五
二
年
）『
比
較
政
治
機
構
論
』（
一
九
五
〇
年
）
な
ど
で
学
界
の
方
向
性
を
指

し
示
し
た
。

蝋
山
は
『
日
本
政
治
動
向
論
』（
一
九
三
三
年
）に
あ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
国
際
認
識
を
示
し
て
い
る
。
蝋
山
は
、
満
州
事
変
後
、
太

平
洋
関
係
の
国
々
に
平
和
機
関
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
蝋
山
は「
太
平
洋
諸
国
は
新
ら
し
い
国
々
で
あ
る
上
に
、

長
い
間
最
近
の
文
明
的
施
設
・
機
関
の
発
達
す
る
ま
で
は
太
平
洋
と
云
ふ
海
洋
に
よ
つ
て
そ
の
交
通
が
妨
げ
ら
れ
て
い
た
為
に
、
人
種

民
族
、
言
語
風
俗
、
生
活
様
式
、
社
会
制
度
、
人
生
観
等
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
が
急
速
に
産
業
革
命
の
進
展
と
共
に
、
世
界
経
済

の
成
立
が
見
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
相
互
の
接
触
が
展
開
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
文
明
の
諸
要
素
の
進
展
の
速
度
が

不
均
衡
で
あ
る
こ
と
に
制
約
さ
れ
て
、
そ
の
相
互
関
係
に
は
何
か
し
ら
欧
州
諸
国
の
相
互
関
係
な
ど
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ

る
。
…
政
治
は
先
づ
先
進
国
と
未
開
国
と
の
支
配
・
被
支
配
の
関
係
と
し
て
成
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
多
か
つ
た
。
帝
国
主
義
関

係
な
る
文
字
が
そ
れ
に
当
る
と
思
ふ
が
、
太
平
洋
関
係
の
一
側
面
は
実
に
帝
国
主
義
関
係
で

（
１
）

あ
る
」
と
理
解
し
た
。
ま
た
、
蝋
山
は
、

「
し
か
る
に
、
…
未
開
国
又
は
半
植
民
地
た
り
し
地
方
又
は
民
族
の
間
に
、
国
民
主
義
運
動
が
勃
興
し
来
り
、
国
民
国
家
の
樹
立
に
伴
ふ

回
復
主
義
（Irred

en
tism

）
の
運
動
が
発
生
し
来

（
２
）

つ
た
」、
と
民
族
自
決
の
動
き
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
共
産
主
義
国
の
動
向
に
も
注

視
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
・
ロ
シ
ア
の
存
在
で
あ
る
。
…
未
開
国
、
植
民
地
に
於
け
る
解
放
運
動
並
び
に
非
帝
国
主

義
運
動
へ
の
関
係
、
既
に
発
達
せ
る
産
業
国
家
に
於
け
る
共
産
主
義
者
コ
ロ
ニ
ー
の
助
成
等
の
活
動
は
、
…
太
平
洋
関
係
の
諸
国
に
そ

の
将
来
が

（
３
）

あ
る
」、
と
分
析
し
て
い
た
。

彼
の
『
東
亜
と
世
界
』（
一
九
四
一
年
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
認
識
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

「
有
て
る
国
々
の
個
人
は
、
そ
の
有
い
る
富
と
領
土
と
文
化
と
の
故
に
、
国
家
な
り
そ
の
他
の
よ
り
強
大
な
る
社
会
集
団
を
離
れ
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て
個
人
を
直
接
に
世
界
と
宇
宙
と
に
結
び
つ
け
る
個
人
主
義
的
世
界
観
を
獲
得
し
得
た
。
そ
し
て
、
個
人
の
自
由
と
独
立
と
平
和
と

を
抽
象
し
得
た
の
で
あ
る
。
…
し
か
る
に
、
今
や
、
独
、
伊
、
日
の
如
く
、
国
家
的
団
結
、
民
族
的
統
一
、
全
体
主
義
的
統
一
に
よ
っ

て
、
国
際
場
裡
に
そ
の
存
在
と
発
展
と
を
期
し
て
来
た
国
々
…
の
個
人
対
世
界
の
関
連
認
識
は
…
個
人
が
民
族
同
胞
を
離
れ
て
直
接

に
世
界
や
宇
宙
や
神
に
結
び
つ
く
個
人
的
世
界
観
の
揚
棄
で
な
け
れ
ば
な
ら

（
４
）

な
い
。」

蝋
山
も
ま
た
英
米
に
お
け
る
個
人
主
義
を
否
定
し
、
全
体
主
義
こ
そ
が
難
局
を
乗
り
切
る
切
札
で
あ
る
と
の
理
解
で
あ
る
。
蝋
山
は
、

国
家
概
念
へ
疑
義
を
む
け
て
い
く
。
彼
は
、

「
私
は
近
代
政
治
学
の
対
象
で
あ
つ
た
『
国
家
』
の
概
念
に
対
し
て
、
現
代
政
治
学
の
対
象
と
し
て
国
民
協
同
体
の
概
念
を
置
か

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
民
協
同
体
は
『
国
家
』
よ
り
も
一
歩
深
く
根
源
的
な
意
味
に
お
け
る
人
間
生
活
の
存
在
形
態
た
る
民
族

又
は
国
民
に
近
接
し
て
そ
の
意
味
又
は
目
的
の
充
実
を
確
保
す
べ
き
新
秩
序
で
あ
り
、同
時
に
従
来
の
学
問
又
は
常
識
に
お
い
て『
国

家
』
の
概
念
に
は
対
立
の
地
位
に
お
か
れ
た
『
経
済
』
や
『
社
会
』
を
も
包
含
し
た
立
体
的
な
社
会
的
存
在
で

（
５
）

あ
る
」

と
国
民
協
同
体
論
を
主
張
し
た
。
彼
は
、「
現
代
の
日
本
の
政
治
的
課
題
は
何
れ
も
既
存
の
平
面
的
な
る
国
家
機
構
の
改
革
に
よ
つ
て
は

成
就
し
え
な
い
で
、
或
は
『
挙
国
一
致
』
と
か
『
国
民
精
神
総
動
員
』
と
か
『
万
民
翼
民
』
と
か
『
総
国
力
』
と
か
『
総
親
和
』
と
か

云
ふ
や
う
な
倫
理
的
道
義
的
意
味
を
含
蓄
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
つ
て
そ
の
解
決
を
企
図
し
つ
ゝ

（
６
）

あ
る
」
な
か
で
、
国
民
協
同
体
が
樹

立
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
れ
は
、「
社
会
学
的
概
念
で
把
握
し
て
は
充
分
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
日
本
民
族
の
内
面
的
統
一
を

具
体
的
に
表
現
す
る
精
神
的
協
同
体
と
し
て
、
少
く
と
も
そ
れ
と
し
て
希
求
す
る
或
る
願
望
を
含
め
た
も
の
で

（
７
）

あ
る
」、
と
い
う
。

蝋
山
は
つ
づ
け
て
、「
国
民
組
織
が
先
づ
こ
の
国
民
の
道
義
的
倫
理
的
感
情
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
を
組
織
の
重
大
な
有
機
的
協
同
要
素

と
し
て
取
り
入
れ
…
従
来
運
用
せ
ら
れ
観
念
せ
ら
れ
た
立
憲
主
義
は
、
余
り
に
狭
義
の
意
味
に
於
け
る
、
す
な
は
ち
近
代
的
な
意
味
に
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於
け
る
立
憲
主
義
で
あ
り
過
ぎ
た
。
…
又
、
そ
の
立
憲
主
義
の
解
釈
が
余
り
に
法
律
的
解
釈
に
偏
し
て
僅
か
に
狭
義
の
法
律
論
と
し
て

把
へ
ら
れ
て
、
恰
も
そ
れ
が
憲
法
政
治
の
全
部
で
あ
る
か
の
如
く
、
他
の
重
大
要
素
を
捨
象
し
た
為
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
我
国
に

お
け
る
立
憲
主
義
は
、
日
本
の
国
体
を
中
心
と
す
る
国
民
の
政
治
的
形
成
の
内
在
的
原
理
の
上
に
立
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

（
８
）

あ
る
」、
と

日
本
主
義
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

蝋
山
は
、
政
治
的
対
立
を
止
揚
す
べ
き
こ
と
を
提
言
す
る
。
具
体
的
に
は
、
藩
閥
的
官
僚
政
治
と
民
権
的
政
党
政
治
の
対
立
で
あ
り
、

軍
部
官
僚
と
財
界
政
党
と
の
軋
轢
で
あ
る
。
国
体
明
徴
論
者
と
自
由
主
義
者
と
の
衝
突
な
ど
は
、「
日
本
の
政
治
の
根
本
原
理
か
ら
見
て

本
質
的
に
『
政
治
的
』
で
は
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、「
日
本
の
国
体
が
内
面
的
に
於
け
る
日
本
的
形
成
原
理
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

立
体
的
に
構
成
的
に
、
そ
の
時
に
従
ひ
そ
の
処
を
与
へ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
…
新
た
な
る
秩
序

（
９
）

形
成
」
へ
と
む
か
う
と
、
蝋
山
は
考

察
し
て
い
た
。

戦
争
の
拡
大
に
つ
れ
て
、
蝋
山
は
新
秩
序
論
に
ふ
れ
る
。
蝋
山
も
「

（
10
）

聖
戦
」
と
の
認
識
で
あ
る
。
今
次
大
戦
は
、「
東
亜
に
新
秩
序
を

建
設
せ
ん
と
す
る
道
義
的
理
念
的
目
的
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
還
元
す
れ
ば
、
東
洋
の
恒
久
的
平
和
を
可
能
な
ら
し
め
、
そ
の
保

障
を
齎
ら
さ
ん
為
で

（
11
）

あ
る
」。

日
本
は
、「
人
間
の
道
徳
倫
理
を
基
準
と
し
た
無
限
界
的
な
道
徳
的
国
家
」
で
あ
り
、
西
洋
の
「
法
治
的
基
準
に
よ
る
領
土
的
な
主
権

的
民
族
国
家
の

（
12
）

理
論
」
を
克
服
す
る
宿
命
を
帯
び
て
い
る
。

蝋
山
は
、「
民
族
の
共
存
共
栄
の
運
命
の
意
識
化
と
し
て
の
使
命
意
識
」
を
動
因
と
し
て
創
造
さ
れ
る
「
東
亜
協

（
13
）

同
体
」
を
肯
定
す
る
。

支
那
事
変
は
、「
日
本
を
先
頭
と
す
る
『
東
洋
の
統
一
』
へ
の
東
洋
民
族
の

（
14
）

覚
醒
」
で
あ
る
。

「
今
日
の
段
階
に
お
い
て
必
要
で
あ
り
、
又
本
質
的
な
こ
と
は
、
東
亜
協
同
体
の
建
設
へ
の
情
熱
で
あ
り
運
命
感
に
基
く
心
理
的
共
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感
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
れ
て
来
る
不
退
転
の
政
治
的
信
念
で

（
15
）

あ
る
。」

蝋
山
は
東
亜
協
同
主
義
を
提
唱
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。松
沢
弘
陽
に
し
た
が
え
ば
、「
近
衛
に
よ
る
新
体
制
へ
の
企
図
を
基
礎
づ
け
、

ま
た
、
そ
の
傾
向
を
た
だ
そ
う
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
研
究
会
に
よ
る
『
国
民
協
同
体
』
の
理
論
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
蝋
山

は
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。『
東
亜
協
同
体
』
が
『
国
民
協
同
体
』
を
呼
び
出

（
16
）

し
た
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
東
亜
協
同
体
論
は
、
大
東
亜

戦
争
を
弁
証
す
る
の
に
ほ
ぼ
十
分
な
理
論
的
構
成
を
備
え
て

（
17
）

い
た
。

北
岡
寿
逸
は
、「
蝋
山
君
の
…
短
所
と
し
て
、
実
際
派
で
あ
り
、
現
実
に
妥
協
し
す
ぎ
た
と
思
う
。
例
え
ば
、
満
州
事
変
後
、
多
分
軍

に
招
か
れ
て
満
州
に
行
っ
た
こ
と
と
思
う
が
、
そ
の
際
我
国
が
満
州
を
支
配
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
が
、
中
国
の
宗
主
権
を
尊
重

す
べ
き
で
、
青
天
白
日
旗
を
下
ろ
す
こ
と
に
は
強
く
反
対
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
忽
ち
豹
変
し
て
軽
薄
才
子
近
衛
公
の
如
き
も
の
に
利

用
せ
ら
れ
、
昭
和
研
究
会
に
参
加
し
て
大
東
亜
共
栄
圏
な
ど
と
云
う
、
凡
そ
君
の
理
想
と
は
異
っ
た
侵
略
主
義
の
構
想
の
作
成
に
参
加

し
た
り
、
東
条
英
機
の
如
き
狂
信
的
侵
略
主
義
者
の
推
薦
を
受
け
て
、
翼
賛
選
挙
に
出
馬
す
る
な
ど
は
、
才
能
を
活
用
し
度
い
と
云
う

人
の
本
能
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
等
の
や
っ
て
い
た
こ
と
が
結
局
対
米
戦
争
と
な
り
、
国
民
を
途
炭
の
苦
に
陥
れ
る
こ
と
を
、

君
の
聡
明
を
も
っ
て
し
て
わ
か
ら
な
い
筈
は
な
い
の
に
、
現
実
に
妥
協
し
た
事
は
、
私
は
君
の
弱
点
で
あ
る
と
思
っ
て

（
18
）

い
る
」、
と
指
摘

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
蝋
山
の
現
実
主
義
者
と
し
て
の
面
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

第
一
。
蝋
山
は
昭
和
一
六
年
段
階
で
、
陸
軍
の
秋
丸
機
関
（
東
条
陸
相
の
密
命
に
よ
り
秋
丸
次
朗
中
佐
が
主
催
し
た
戦
力
調
査
機
関
）
に
有

沢
広
巳
、
中
山
伊
知
郎
ら
と
と
も
に
協
力
し
て
い
る
。
同
年
七
月
一
日
に
参
謀
本
部
に
提
出
し
た
報
告
書
で
は
、
日
米
の
戦
力
の
格
差

は
一
対
二
〇
で
あ
る
と
結
論
付

（
19
）

け
た
。

第
二
。
蝋
山
は
翼
賛
選
挙
（
昭
和
一
七
年
四
月
）
で
衆
院
議
員
当
選
し
て
い
る
が
、
こ
こ
ら
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
当
時
の
群
馬
県
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知
事
田
村
五
郎
は
「
あ
の
蝋
山
博
士
が
立
候
補
し
た
選
挙
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
私
は
群
馬
県
の
知
事
を
勤
め
て
い
て
そ
の
選
挙
に
関

係
し
ま
し
た
し
、
そ
の
選
挙
を
行
う
た
め
に
蝋
山
博
士
を
立
候
補
者
の
一
人
に
選
定
し
て
、
こ
れ
を
当
選
さ
せ
る
べ
く
い
ろ
い
ろ
と
術

策
を
巡
ら

（
20
）

し
た
」と
述
懐
し
て
い
る
。「
…
適
当
な
人
物
を
捜
し
て
見
ま
す
と
、
そ
れ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
し
た
。
…
中
央

の
陸
軍
か
ら
は
至
急
立
候
補
者
を
決
定
せ
よ
と
い
う
催
促
を
し
て
来
る
…
。
…
苦
労
し
て
い
る
私
を
私
の
部
下
た
ち
も
傍
観
し
て
い
る

わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
か
ら
か
…
あ
る
日
二
、
三
の
課
長
が
打
ち
揃
っ
て
私
の
部
屋
に
訪
ね
て
来
て
、「
…
候
補
者
は
蝋
山
政
道
と
い

う
博
士
に
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。
蝋
山
博
士
は
も
と
も
と
新
潟
県
の
出
身
で
す
が
、
中
学
は
群
馬
県
立
高
崎
中
学
を
出
て
い
ま
す
し
、

今
は
東
京
帝
大
の
教
授
な
の
で
そ
の
知
名
度
も
高
い
関
係
か
ら
、
こ
れ
を
高
崎
の
地
域
で
立
候
補
さ
せ
た
ら
恐
ら
く
当
選
出
来
る
ぐ
ら

い
の
票
は
獲
得
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
」
と
い
う
進
言
で
す
。
こ
の
話
を
聞
く
な
り
、
私
は
蝋
山
博
士
を
候
補
者
の
一
人
に
立
て

る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
…
そ
れ
で
こ
っ
そ
り
と
使
者
を
出
し
て
本
人
の
意
向
を
探
ら
せ
て
見
た
と
こ
ろ
、
本
人
も
、
知
事
が
自
分
に

対
し
て
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
な
ら
ば
自
分
も
選
挙
に
出
て
も
よ
い
と
思
う
と
い
う
返
事
で

（
21
）

し
た
」、
と
。

戦
後
に
い
た
り
、
蝋
山
は
昭
和
二
一
年
に「
国
体
観
念
と
民
主
主
義
」論
文
を
書
い
て
い
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
の
日
本
に
あ
っ

て
国
体
を
護
持
し
つ
つ
民
主
主
義
を
定
着
さ
せ
る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
か
に
達
成
し
て
い
く
の
か
と
い
う
テ
ー
マ

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
蝋
山
は
戦
前
を
振
り
返
り
、
以
下
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
国
体
論
が
席
巻
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
国

体
の
観
念
が
、
民
主
主
義
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
箇
の
政
治
的
原
理
ま
た
は
政
治
上
の
主
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
統
治
原

理
た
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
社
会
原
理
に
ま
で
及
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
最
近
十
年
間
に
お
け
る
国
体
明
徴
運
動
の
目
的
と
し
て
と
こ
ろ
は

正
に
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
理
的
な
結
果
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
自
由
な
る
思
想
や
民
主
的
傾
向
が
排
撃
ま
た
は
弾
圧
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
日
本
主
義
と
か
皇
国
原
理
と
か
い
う
よ
う
な
思
想
系
統
も
結
局
こ
の
国
体
の
観
念
に
基
礎
を
置
い
て
い
た
こ
と
も
偶
然
で
は
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（
22
）

な
い
」、
と
。
さ
ら
に
、
蝋
山
は
、
戦
前
の
国
体
論
は
民
主
主
義
と
抵
触
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
し
て
、「
我
が
国
体
観
念
の
思

想
的
基
礎
が
一
種
の
強
制
的
思
想
原
理
で
あ
る
限
り
に
於
い
て
、そ
れ
は
先
ヅ
民
主
主
義
の
思
想
原
理
と
背
馳

（
23
）

す
る
」、と
論
じ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
戦
前
の
国
体
論
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。
蝋
山
自
身
混
乱
が
あ
っ
た
の
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
一
般
の
国
民
の

通
常
抱
い
て
い
る
国
体
観
念
は
極
め
て
漠
然
と
し
て
い
る
。
天
皇
制
に
対
す
る
観
念
も
、
天
皇
が
日
本
帝
国
の
元
首
で
あ
る
と
云
う
何

人
に
も
最
も
分
り
易
い
国
家
体
制
た
る
こ
と
に
心
理
的
根
拠
が
あ
る
。
殊
に
一
大
家
族
国
家
と
し
て
の
象
徴
の
作
用
が
働
き
、
家
長
に

対
す
る
家
族
員
の
如
く
、
国
民
の
宗
家
と
し
て
の
皇
室
に
対
す
る
敬
仰
の
念
や
聖
徳
に
対
す
る
渇
仰
随
順
が
我
が
国
民
の
国
体
観
念
の

発
露
と
な
っ
て

（
24
）

い
る
」、
と
し
、
家
族
国
家
論
が
根
底
に
あ
っ
た
の
を
指
摘
し
た
。
と
同
時
に
、「
人
民
の
有
す
る
天
皇
及
び
皇
室
に
対

す
る
敬
仰
の
念
を
利
用
し
て
、
明
治
以
来
或
は
藩
閥
政
治
に
よ
る
国
家
的
支
配
や
軍
閥
や
官
僚
の
支
配
を
憲
法
上
許
容
す
る
企
図
が
行

わ
れ
た
。
…
最
近
十
年
間
に
於
い
て
は
、
軍
国
主
義
及
び
官
僚
政
治
と
結
託
し
て
、
そ
の
権
力
的
背
景
の
下
に
横
行
せ
る
国
体
明
徴
運

動
は
奇
怪
な
る
論
理
を
以
て
天
皇
親
政
論
を
主
張
し
、
憲
法
第
一
条
乃
至
第
四
条
の
規
定
を
恰
も
憲
法
の
総
説
た
る
如
く
見
做
し
、
不

充
分
な
が
ら
我
が
憲
法
の
近
代
的
な
科
学
的
な
解
釈
を
企
図
せ
ん
と
す
る
一
切
の
学
問
的
思
想
的
企
図
を
抑
圧
し
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
我
が
国
民
の
国
体
観
は
そ
の
本
然
の
姿
を
歪
曲
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
み
で
な
く
、
立
憲
政
治
の
正
し
き
理
解
の
道
を
塞
が
れ
た
の

で
（
25
）

あ
る
」、
と
回
顧
し
、「
文
部
省
的
国
体
明
徴
論
に
よ
っ
て
一
層
国
民
の
本
然
的
な
国
体
観
は
無
批
判
的
に
拡
充
延
長
さ
れ
、
統
治
形

態
の
実
態
を
蔽
い
被
せ
て
い
る
の
で

（
26
）

あ
る
」、
と
問
題
点
を
整
理
し
た
。

１
）

蝋
山
政
道
『
日
本
政
治
動
向
論
』
高
陽
書
院

一
九
三
三
年

五
二
九－

五
三
〇
頁
。

２
）

同
上
五
三
〇
頁
。
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３
）

同
上
五
三
〇
頁
。

４
）

蝋
山
『
東
亜
と
世
界
』
改
造
社

一
九
四
一
年

二
八
一－

二
八
二
頁
。

５
）

同
上
四
六－

四
七
頁
。

６
）

同
上
四
七－

四
八
頁
。

７
）

同
上
五
一
頁
。

８
）

同
上
七
一－

七
二
頁
。

９
）

同
上
五
四
頁
。

10
）

同
上
三
頁
。

11
）

同
上
四
頁
。

12
）

同
上
一
二
頁
。

13
）

同
上
二
七－

二
八
頁
。
東
亜
協
同
体
の
概
念
は
、
思
想
的
に
は
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
対
立
、
つ
ま
り
東
洋
の
集

団
主
義
・
共
同
主
義
と
西
洋
の
個
人
主
義
と
の
対
比
か
ら
構
想
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
歴
史
学
的
に
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
に
匹
敵
し
、
世
界
史

的
意
義
を
有
し
た
。
ま
た
、
文
化
学
的
に
は
西
洋
の
人
種
主
義
や
東
洋
の
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
も
超
克
す
る
あ
た
ら
し
い
原
理
と
な

る
も
の
で
あ
っ
た
（
ド
ウ
ス
・
小
林
英
夫
編
『
帝
国
と
い
う
幻
想
』
青
木
書
店

一
九
九
八
年

二
七
頁
）。

14
）

同
上
九
頁
。

15
）

同
上
一
七
二－

一
七
三
頁
。

16
）

松
沢
弘
陽
「
民
主
社
会
主
義
の
人
々－

蝋
山
政
道
ほ
か－
」
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
改
訂
増
補
・
共
同
研
究
転
向
（
下
）』
平
凡
社

一

九
七
八
年

二
五
四
頁
。

17
）

同
上
二
五
八
頁
。

18
）

北
岡
逸
寿
「
理
想
主
義
と
実
情
適
応
と
を
調
和
し
た
蝋
山
君
」『
追
想
の
蝋
山
政
道
』
蝋
山
政
道
追
想
集
刊
行
委
員
会

一
九
八
二
年

二
〇
頁
。
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19
）

田
之
宮
英
太
郎
『
神
の
国
と
超
歴
史
家
平
泉
澄
』
雄
山
閣
出
版

二
〇
〇
〇
年

一
四
〇
頁
。

20
）

田
村
『
蝋
山
政
道
回
想
』
八
四－

八
五
頁
。

21
）

同
上
八
八－

八
九
頁
。
な
お
、
蝋
山
は
昭
和
二
〇
年
九
月
六
日
付
け
で
、
衆
院
議
員
の
辞
職
願（「
…
議
員
ト
シ
テ
翼
賛
ノ
職
責
ニ
欠
ク

ル
所
ア
リ
シ
ヲ
痛
感
シ
自
責
ニ
堪
ヘ
ズ
…
」）
を
提
出
し
た
。
戦
争
責
任
の
一
端
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
か
。

22
）

蝋
山
「
国
体
観
念
と
民
主
主
義
」『
蝋
山
政
道
集
』
日
本
書
房

一
九
六
〇
年

一
一
八
頁
。

23
）

同
上
一
一
九
頁
。

24
）

同
上
一
二
〇－
一
二
一
頁
。

25
）

同
上
一
二
一－
一
二
二

26
）

同
上
一
二
三
頁
。
蝋
山
に
関
し
て
は
、
松
沢
論
文
の
他
に
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（
伊
藤
悟
訳
）「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
知
識
人
」
日
本
現
代

史
研
究
会
編
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
⑴
国
家
と
社
会
』
大
月
書
店

一
九
八
一
年
、
富
田
宏
治
「
一
九
三
〇
年
代
の
国
内
政
治
体
制
『
革
新
』

構
想
（
一
）（
二
）（
三
）」『
法
政
論
集
』
第
一
〇
五
・
一
〇
六
・
一
〇
七
号
、
富
田
「『
自
由－

民
主
主
義
』
と
『
生
活－

民
主
主
義
』」『
法

政
論
集
』
第
一
一
七
号
な
ど
を
参
照
。

⑵

今
中
次
麿

昭
和
一
六
年
に
は
、
今
中
の
時
事
評
論
集
で
あ
る
『
東
亜
の
政
治
的
新
段
階
』（
日
本
青
年
外
交
協
会
）
と
入
門
書
で
あ
る
『
政
治
学
』

（
朝
日
新
聞
社
）
を
出
版
し
て
い
る
。
大
東
亜
戦
争
開
戦
直
前
の
今
中
の
見
解
を
見
て
お
き
た
い
。

今
中
は
満
州
事
変
の
勃
発
時
に
は
、
批
判
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
昭
和
一
一－

一
二
年
段
階
に
は
国
際
状
況
に
お
け
る
日
本
の
位
置

に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る
新
秩
序
を
い
か
に
形
成
し
て
い
く
の
か
と
い
う

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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「
東
亜
協
同
体
論
に
つ
い
て
、
先
づ
次
の
三
つ
の
点
を
問
題
と
し
た
い
。
協
同
体
の
概
念－

文
化
主
義
的
構
成
の
問
題－

及
び
地

理
的
運
命
協
同
体
の
理
念
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
東
亜
協
同
体
論
に
お
い
て
の
、
協
同
体
と
い
ふ
こ
と
は
、
家
族
協
同
体
と
か
種

族
協
同
体
と
か
、
民
族
協
同
体
と
か
い
ふ
場
合
の
や
う
な
、
い
は
ゆ
る
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
そ
こ
に
は
、
三
つ
の
国
民
協
同
体
が
そ
ん
ざ
い
す
る
の
で
あ
る
。
日
、
満
、
支
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
各
々
独
立
の
国
民
協
同
体
で

も
あ
る
し
、
ま
た
さ
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
東
亜
協
同
体
は
実
際
は
、
協
同
体
に
値
し
な
い
の
で
あ
つ
て
、

い
ま
だ
協
同
体
に
至
り
得
な
い
、
一
つ
の
連
合
体
で

（
１
）

あ
る
。」

そ
こ
で
、
今
中
は
「
東
亜
民
族
連

（
２
）

合
体
」
と
云
う
べ
き
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
想
像
せ
ら
る
べ
き
い
は
ゆ
る
東
亜
協
同
体
を
、
民

族
の
概
念
に
よ
つ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
間
違
つ
て

（
３
）

い
る
」
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
実
態
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

「
東
亜
協
同
体
は
…
最
も
よ
く
行
つ
た
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
国
際
連
盟
と
同
じ
形
式
を
持
つ
国
家
連
合
で
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

さ
う
な
れ
ば
、
日
・
満
・
支
そ
れ
ぞ
れ
主
権
国
家
で
あ
つ
て
、
三
つ
の
国
家
の
連
合
的
鼎
立
関
係
で

（
４
）

あ
る
。」

経
済
的
に
も
「
三
つ
の
国
民
経
済
圏
が
そ
こ
に
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
経
済
秩
序
の
上
に
も
、
完
全
な
統
一

は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
た
だ
、
…
日
・
満
・
支
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
に
よ
る
、
東
亜
協
同
体
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
樹
立
が
、
完
成
せ
ら

れ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
の
で

（
５
）

あ
る
」、
と
今
中
は
論
じ
て
い
る
。
今
中
は
各
国
と
も
に
そ
の
独
自
性
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
が
、
そ
れ
は
す
こ
ぶ
る
正
し
い
議
論
で
あ
る
。

「
日
・
満
・
支
の
文
化
協
同
性
は
、
し
た
が
つ
て
日
・
満
・
支
の
政
治
的
共
同
性
又
は
経
済
的
共
同
性
の
基
礎
の
上
に
お
い
て
、

は
じ
め
て
可
能
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
実
は
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
戦
争
が
戦
は
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で

（
６
）

あ
る
。」

今
中
は
、「
東
亜
協
同
体
論
を
も
つ
て
、
単
に
、
一
つ
の
戦
争
合
理
化
的
理
論
に
す
ぎ
な
い
と
考
へ
る
の
は
誤
つ
て
い
る
。
…
私
の
考
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へ
に
よ
れ
ば
、
東
亜
協
同
体
論
は
、
む
し
ろ
戦
争
を
終
結
し
、
東
亜
の
平
和
を
確
立
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
策
に
外
な
ら
な
い
の
で

（
７
）

あ
る
」、
と
平
和
実
現
の
手
段
と
し
て
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
は
侵
略
主
義
の
一
面
は
確
実
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、

今
中
の
現
状
分
析
の
甘
さ
は
否
め
な
い
。

日
支
関
係
に
つ
い
て
、
今
中
は
「
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
日
本
が
満
州
や
北
支
に
支
配
を
持
つ
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
二
つ
の
理
由

に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
は
ち
一
つ
は
、
支
那
が
自
力
で
帝
国
主
義
的
侵
略
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
こ

と
は
、
ま
た
同
時
に
、
日
本
画
支
那
に
対
し
て
干
渉
を
必
要
と
す
る
に
い
た
つ
た
原
因
で
も
あ
る
。
若
し
支
那
が
、
欧
米
の
侵
入
を
、

自
力
で
防
ぐ
こ
と
が
…
で
き
な
い
た
め
に
欧
米
勢
力
が
支
那
に
侵
入
し
、
そ
の
た
め
に
日
本
の
生
命
線
も
お
び
や
か
さ
れ
る
と
い
ふ
こ

と
に

（
８
）

な
る
」、
と
説
明
す
る
。
ま
た
、「
若
し
支
那
が
、
他
国
の
侵
入
的
勢
力
を
排
除
せ
ん
が
た
め
に
、
日
本
と
提
携
し
よ
う
と
し
さ
へ

す
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
も
亦
、
日
本
自
身
の
問
題
と
し
て
本
来
欲
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
も
喜
ん
で
、
支
那
と
提
携
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
…
か
や
う
な
関
係
に
お
い
て
の
み
、
日
支
両
国
は
、
和
平
的
に
提
携
し
得
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
他
の

方
法
で
は
、
決
し
て
提
携
し
得
な
い
の
み
で
な
く
、
両
国
は
永
遠
の
闘
争
状
態
に
陥
ら
ざ
る
を
得

（
９
）

な
い
」
と
説
明
す
る
。
そ
こ
で
、
今

中
は
東
亜
協
同
体
の
存
在
理
由
を
明
確
化
す
る
。

「
私
は
東
亜
協
同
体
の
原
理
と
必
然
性
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
亜
協
同
体
は
、
し
た
が
つ
て
日
本
の
立
場
か
ら
は
、

生
命
線
の
確
保
で
あ
り
、
支
那
の
立
場
か
ら
は
、
民
族
独
立
で

（
10
）

あ
る
。」

「
日
本
の
利
害
と
支
那
の
利
害
と
の
現
実
的
協
調
の
方
式
が
、
東
亜
協
同
体
で
あ
る
の
で

（
11
）

あ
る
。」

「
日
支
関
係
の
危
機
を
救
ひ
、
東
亜
に
永
遠
の
平
和
を
樹
立
す
る
た
め
に
は
、
支
那
の
側
に
、
日
本
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

そ
の
民
族
独
立
を
完
成
し
よ
う
と
す
る
運
動
が
起
つ
て
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
く
て
ま
さ
に
汪
兆
銘
の
運
動
は
、
こ
の
軌
道
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に
の
つ
て
き
た
の
で

（
12
）

あ
る
。」

今
中
は
、「
日
支
の
政
治
的
経
済
的
互
助
連
関
を
、
保
持
促
進
す
る
た
め
の
、
日
系
指
導
機
関
の
派
遣
は
、
ま
ぬ
か
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

…
坑
日
運
動
の
抑
圧
は
、
突
然
、
新
秩
序
の
下
に
お
い
て
は
、
日
本
の
力
に
よ
つ
て
抑
圧
せ
ら
れ
る
必
要
が

（
13
）

あ
る
」、
と
し
、
反
日
本
帝

国
主
義
運
動
へ
の
弾
圧
は
や
む
を
え
な
い
と
す
る
。
そ
も
そ
も
、
支
那
は
日
本
と
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み
、
解
放
さ
れ
近
代
化
さ
れ
る

と
、
今
中
は
希
望
的
な
観
測
を
こ
め
て
い
る
。

「
新
秩
序
は
、
あ
く
ま
で
日
華
満
蒙
の
民
族
的
自
主
性
の
尊
重
の
基
礎
の
上
に
立
つ
。
た
だ
経
済
的
に
は
、
日
本
資
本
主
義
の
指

導
力
が
支
那
に
も
確
立
せ
ら
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
こ
れ
の
み
が
、
欧
米
帝
国
主
義
を
駆
逐
し
得
る
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ

の
み
が
、
支
那
の
近
代
社
会
を
促
進
し
得
る
か
ら
で

（
14
）

あ
る
。」

日
本
も
ま
た
列
強
諸
国
と
同
様
に
中
国
に
対
し
て
帝
国
主
義
路
線
を
突
き
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
自
省
は
今
中
に
は

み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
今
中
政
治
学
の
致
命
的
な
部
分
で
あ
ろ
う
。

今
中
は
、
高
度
国
防
国
家
論
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
。
ま
ず
、
今
中
は
、「
最
近
、
高
度
国
防
国
家
観
が
、
強
調
せ
ら
れ
て
い
る
。

高
度
と
は
、
恐
ら
く
、
準
戦
時
体
制
を
戦
時
体
制
に
引
き
あ
げ
、
更
に
戦
時
体
制
を
高
度
化
し
よ
う
と
す
る
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
要
す

る
に
、
国
防
国
家
観
は
、
戦
時
体
制
を
目
標
と
す
る
原
理
で

（
15
）

あ
る
」、
と
解
説
し
て
い
る
。
高
度
国
防
国
家
は
、
あ
た
ら
し
い
国
家
原
理
、

体
制
で
は
な
い
と
い
う
。

「
戦
争
は
非
常
的
暫
定
的
事
態
で
あ
り
、
決
し
て
原
則
的
恒
久
的
状
態
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
争
に
も
と
づ
く
、
す
べ
て

の
秩
序
の
変
更
は
、
恒
久
的
な
も
の
、
ま
た
は
原
則
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
緊
急
例
外
的
適
応
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

政
治
原
理
の
変
更
も
亦
、
決
し
て
原
則
的
な
も
の
で
は
な
し
に
、
単
に
例
外
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
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味
で
、
国
防
国
家
観
も
亦
、
法
治
国
家
観
を
全
く
解
消
せ
し
め
て
、
こ
れ
に
代
る
新
原
理
で
は
な
く
、
単
に
、
そ
れ
は
法
治
国
家
を

基
礎
と
し
、
法
治
国
家
の
許
容
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
例
外
的
非
常
事
態
を
作
り
あ
げ
る
と
こ
ろ
の
原
理
で
あ
り
、
戦
争
を
目

標
と
す
る
政
治
の
非
常
原
理
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
国
防
国
家
に
伴
ふ
政
治
的
変
化
を
、
法
治
国
家
の
終
局
的
崩
壊
、
並

び
に
そ
れ
に
代
る
べ
き
恒
久
的
新
原
理
の
出
現
と
考
へ
る
こ
と
は
妥
当
で
は

（
16
）

な
い
。」

今
中
は
、「
た
だ
し
か
し
現
代
の
や
う
に
、
基
本
的
に
す
で
に
法
治
国
家
の
新
政
治
原
理
へ
の
移
行
が
要
求
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
時
代
に

お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
要
求
を
峻
別
す
る
こ
と
は
、
或
は
妥
当
で
な
く
、
ま
た
困
難
か
も
し
れ

（
17
）

な
い
」、
と
考
え
て
い
た
。

今
中
は
、
高
度
国
防
国
家
体
制
へ
の
移
行
は
、
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
ふ
む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

「
現
下
の
問
題
は
、
当
然
、
そ
の
新
し
い
も
の
へ
向
つ
て
の
過
渡
期
と
し
て
の
、
独
裁
政
治
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
若
し
そ
れ
が
、

立
憲
的
独
裁
の
高
度
化
の
線
に
添
う
て
発
展
し
得
れ
ば
、
比
較
的
合
法
的
に
、
且
つ
平
和
に
、
推
移
す
る
を
得
べ
く
、
最
も
好
ま
し

い
こ
と
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
後
に
来
る
も
の
は
、
立
憲
政
治
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
新
し
い
形
式

で
の
専
制
政
治
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
新
専
制
政
治
は
、
決
し
て
大
衆
的
組
織
と
離
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も

の
で
あ
る
だ
ら
う
。
そ
れ
は
、
三
権
分
立
の
な
い
、
大
衆
の
政
治
参
与
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
民
の
間
接
的
な
行
政
干
与
で
あ
る
。
日

本
に
お
い
て
は
、
君
民
同
治
の
純
正
化
で

（
18
）

あ
る
。」

今
中
は
大
衆
の
政
治
参
画
を
基
盤
と
す
る
君
民
同
治
、
な
ら
び
に
立
憲
的
独
裁
の
高
度
化
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

今
中
の
『
政
治
学
』
は
発
禁
処
分
を
受
け
た
も
の
の
、
国
際
情
勢
の
悪
化
と
国
防
体
制
の
強
化
を
主
張
し
て
い
る
面
を
看
過
し
て
は

な
ら
な
い
。
今
中
は
対
外
的
に
は
東
亜
主
義
、
対
内
的
に
は
高
度
国
防
国
家
論
を
主
張
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
今
中
は
後
に
、「
汪
（
兆
銘
又
は
精
衛
）
氏
は
昔
、
日
本
留
学
中
に
法
政
大
学
で
小
野
塚
先
生
か
ら
政
治
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
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る
の
で
、
わ
た
く
し
と
は
同
門
の
弟
子
と
い
う
理
由
か
ら
と
く
に
親
近
の
感
情
を
も
た
れ
、
氏
の
幕
下
に
い
た
九
大
に
お
け
る
わ
た
く

し
の
研
究
室
出
身
の
留
学
生
、
周
隆
祥
・
高
宗
武
ら
を
通
じ
て
、
縁
故
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
更
に
か
よ
う
な
理
由
で
、
わ
た
く

し
は
南
京
日
本
大
使
館
の
後
援
も
得
て
、
し
ば
し
ば
南
京
政
府
を
お
訪
れ
、
周
旋
の
方
策
な
ど
を
相
談
し
、
そ
の
代
表
を
二
度
福
岡
に

招
い
て
歓
待
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
わ
た
く
し
の
い
さ
さ
か
努
力
し
た
支
那
事
変
終
結
へ
の
和
平
的
努
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当

時
の
情
勢
で
は
、
日
本
軍
部
が
満
州
を
蔣
介
石
の
主
権
下
に
置
く
こ
と
を
承
知
し
さ
え
す
れ
ば
、
日
支
和
平
は
可
能
で
あ
っ
た
と
わ
た

く
し
は
考
え
て
い
る
。
南
京
で
板
垣
大
将
に
会
っ
て
そ
の
こ
と
を
話
し
た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
日
本
軍
部
も
底
の
な
い
対
支
戦
に
疲
れ

て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
が
、
不
明
な
分
子
に
よ
っ
て
国
政
が
誤
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

（
19
）

あ
る
」、
と
回
想
し
て
い
た
。

１
）

今
中
次
麿
『
東
亜
の
政
治
的
新
段
階
』
日
本
青
年
外
交
協
会

一
九
四
一
年

三
六
六
頁
。

２
）

同
上
三
七
〇
頁
。

３
）

同
上
三
七
〇
頁
。

４
）

同
上
三
七
〇
頁
。

５
）

同
上
三
七
一
頁
。

６
）

同
上
三
七
四
頁
。

７
）

同
上
三
七
六
頁
。

８
）

同
上
三
七
六
頁
。

９
）

同
上
三
七
七
頁
。

10
）

同
上
三
七
七
頁
。

11
）

同
上
三
七
八
頁
。
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12
）

同
上
三
七
八
頁
。

13
）

同
上
三
九
八
頁
。

14
）

同
上
三
九
八
頁
。

15
）

今
中
『
政
治
学
』
朝
日
新
聞
社

一
九
四
一
年

一
九
六
頁
。

16
）

同
上
一
九
七
頁
。

17
）

同
上
一
九
八
頁
。

18
）

同
上
二
〇
九
頁
。
今
中
に
つ
い
て
は
、
今
中
次
麿
先
生
追
悼
記
念
事
業
会
編
『
今
中
次
麿

生
涯
と
回
想
』
法
律
文
化
社

一
九
八
二

年
、
田
口
富
久
治
『
日
本
政
治
学
史
の
展
開
』
未
来
社

一
九
九
〇
年
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
田
口
は
今
中
の
東
亜
協
同
体
論
に
つ
い
て
、

「
第
二
次
近
衛
声
明
（
昭
和
一
三
年
十
月
一
日
）
に
お
け
る
『
東
亜
新
秩
序
建
設
』
を
…
正
当
化
し
合
理
化
す
る
役
割
を
に
な
っ
た
こ
と
は
と

う
て
い
否
定
で
き
な
い
」（
同
書
一
八
七
頁
）と
総
括
し
て
い
る
。
当
時
の
今
中
政
治
学
の
体
系
や
認
識
方
法
に
お
け
る
暗
点
や
限
界
の
問
題

（
同
書
一
八
八
頁
）
と
、
田
口
は
指
摘
し
て
い
る
。

19
）
『
同
上
』
四
七－

四
八
頁
。

⑶

戸
沢
鉄
彦

戸
沢
は
『
国
政
論
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
〇
年
）
に
あ
っ
て
、
時
事
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
と
く
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

論
が
注
目
さ
れ
る
。
戸
沢
は
議
会
政
治
の
限
界
性
に
関
し
て
ふ
れ
る
。

「
た
ゞ
、
こ
の
時
勢
に
徒
ら
に
政
治
や
経
済
に
関
し
て
自
由
主
義
を
唱
へ
て
も
実
効
少
な
く
、
社
会
情
勢
が
今
日
我
国
に
議
会
中

心
政
の
行
は
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
は
、
動
か
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
有
産
階
級
は
議
会
制
度
を
利
用
す
る
と
い
ふ
迂
遠
な
方
法

よ
り
も
軍
部
及
び
官
僚
と
提
携
し
て
行
く
方
が
有
利
だ
と
考
へ
、
軍
部
と
官
僚
を
支
柱
と
す
る
政
権
は
有
産
階
級
と
提
携
し
な
が
ら
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社
会
生
活
の
各
方
面
に
強
大
な
統
制
を
行
ひ
、
時
勢
に
鑑
み
て
他
の
人
々
も
認
め
る
か
ら
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
類
似
の
政
治
が
行
は
れ
る

の
で

（
１
）

あ
る
。」

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
治
の
前
提
条
件
と
し
て
、
大
衆
の
政
治
へ
の
参
画
が
あ
げ
ら
れ
る
と
、
戸
沢
は
指
摘
し
た
。

「
今
後
相
当
長
期
に
亙
つ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
類
似
の
政
治
を
維
持
し
強
化
す
る
事
が
真
に
日
本
の
た
め
で
あ
る
と
若
し
為
政
者
が
信

ず
る
な
ら
ば
、
も
つ
と
中
間
層
か
ら
積
極
的
な
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
中
間
層
が
進
ん
で
支
持
す
る
や
う
な
改
革

を
行
は
ね
ば
な
ら

（
２
）

な
い
。」

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
を
い
た
ず
ら
に
賛
美
す
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
い
う
。
戸
沢
は
、
日
本
の
政
治
文
化
や
伝
統
に
立
脚
し

た
政
治
こ
そ
が
必
要
と
の
認
識
で
あ
る
。

「
我
々
は
そ
れ
よ
り
前
に
先
づ
、
我
国
体
の
本
義
を

明
し
、
古
来
の
君
臣
親
子
の
関
係
、
君
民
一
体
の
国
柄
、
忠
君
愛
国
の
思

想
、
等
の
中
に
表
は
れ
る
、
日
本
固
有
の
政
治
原
理
を
想
ふ
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
…
遥
に
高
い
、
日
本
の
美
し
い
歴
史
的
事
実

に
内
在
す
る
原
理
で
あ
り
、
日
本
に
の
み
実
現
し
得
る
、
最
も
理
想
的
な
政
治
原
理
な
の
で
あ
る
。
こ
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
君
臣
の

関
係
は
、
単
な
る
統
治
者
対
被
治
者
り
権
力
服
従
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
の
、
親
子
関
係
に
も
比
す
べ
く
し
て
、
し
か
も
、

そ
れ
よ
り
は
尊
き
、
一
定
の
仁
慈
敬
愛
の
関
係
で
あ
り
、
日
本
の
統
一
は
、
単
な
る
権
力
服
従
の
関
係
に
よ
る
統
一
で
は
な
く
、
君

臣
の
仁
慈
敬
愛
の
関
係
に
よ
る
理
想
的
な
統
一
で
あ
り
、
臣
民
は
喜
ん
で
君
の
た
め
に
生
命
を
捧

（
３
）

げ
る
。」

戸
沢
は
真
剣
に
国
体
の
本
義
の

明
、
忠
君
愛
国
、
君
臣
関
係
な
ど
を
高
揚
し
て
い
る
。
戸
沢
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、「
日
本
固

有
の
美
し
い
政
治
原
理
こ
そ
、
誠
に
日
本
の
世
界
に
誇
る
べ
き
理
想
的
政
治
原
理
で

（
４
）

あ
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
。

「
従
つ
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
の
理
論
に
心
酔
し
て
、
こ
れ
の
み
が
理
想
的
な
社
会
生
活
の
原
理
で
あ
り
、
政
治
原
理
で
あ
り
、
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こ
れ
を
そ
の
ま
ゝ
日
本
に
実
現
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ず
、
…
と
い
ふ
趣
旨
の
論
を
な
す
者
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
…
日
本
固
有
の

価
値
を
看
過
し
て
徒
ら
に
、
外
国
の
も
の
を
模
倣
す
る
、
日
本
人
の
未
だ
充
分
に
脱
却
し
難
き
一
欠
点
た
る
、
模
倣
性
と
、
例
の
、

悪
し
き
場
合
の
思
ひ
詰
め
た
気
持
ち
と
を
、
暴
露
す
る
も
の
に
他
な
ら

（
５
）

な
い
。」

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
の
主
張
す
る
独
裁
を
肯
定
し
て
、
臣
民
、
の
一
人
又
は
一
集
団
に
独
裁
を
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
昔
の

幕
府
政
治
を
肯
定
す
る
事
と
同
様
に
、
我
国
体
に
反
す
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
徒
ら
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
の
理
論
に
傾
倒
す
る

事
な
く
、
日
本
為
政
者
は
、
我
国
体
の
本
義
を
明
ら
か
に
し
、
我
国
の
憲
法
の
精
神
を
正
し
く
解
釈
し
て
、
我
憲
政
の
充
分
な
発
展

に
努
力
す
べ
き
で

（
６
）

あ
る
。」

戸
沢
に
す
れ
ば
、
伝
統
的
な
天
皇
政
治
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
わ
が
国
体
に
あ
っ
て
は
、
ナ
チ
ズ
ム
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
異
質
な
統
治

原
理
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、「
我
国
に
於
て
は
寧
ろ
真
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
行
は
れ
て
は
な
ら
な
い
筈
で

（
７
）

あ
る
」、
と
断
言
し
て
い

る
。
結
論
と
し
て
、
戸
沢
は
「
我
国
体
の
本
義
を
明
ら
か
に
し
、
我
国
固
有
の
政
治
原
理
を
知
り
、
我
憲
法
の
精
神
を
正
し
く
解
す
る

な
ら
ば
我
国
の
政
治
は
常
に
正
し
い
意
味
の
憲
政
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
情
の
許
す
限
り
民
意
に
沿
う
政
治
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

（
８
）

な
い
」、
と
日
本
独
自
の
君
臣
関
係
に
立
脚
し
た
政
治
を
理
想
化
し
た
。

「
日
本
が
東
亜
の
新
秩
序
の
建
設
の
た
め
の
原
動
力
と
な
り
得
る
た
め
に
も
、
日
本
の
政
治
は
独
裁
政
治
に
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
の
政
治
は
、
日
本
の
国
体
に
基
き
、
明
治
大
帝
の
欽
定
せ
ら
れ
た
憲
法
に
則
つ
て
、
時
勢
の
進
運
に
伴
ひ
な
が
ら
も
、
飽
迄
も

真
の
憲
政
と
し
て
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら

（
９
）

な
い
。」

戸
沢
は
、
議
会
政
治
を
重
視
し
て
い
く
べ
き
だ
と
の
考
え
を
吐
露
し
て
い
る
。
彼
は
、「
超
然
内
閣
…
の
如
き
性
質
の
内
閣
の
そ
の
首

相
が
、
既
存
諸
政
党
を
打
つ
て
一
丸
と
し
た
挙
国
単
一
党
を
つ
く
つ
て
そ
の
首
領
と
な
る
と
い
ふ
事
は
、
そ
の
真
の
動
機
が
如
何
に
あ
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ら
う
と
も
、
率
直
に
い
へ
ば
、
首
相
が
フ
ァ
シ
ス
ト
や
ナ
チ
の
故
知
に
倣
つ
て
、
一
国
一
党
と
い
ふ
、
憲
政
上
は
意
義
の
な
い
旗
印
の

下
に
、
下
院
を
急
造
の
御
用
党
で

断
し
、
議
会
を
形
骸
の
み
の
も
の
に
し
て
し
ま
つ
て
、
政
府
側
が
自
由
に
政
治
を
行
ふ
様
に
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
疑
惑
を
国
民
一
般
に
抱
か
せ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
結
果
は
面
白
く

（
10
）

な
い
」、
と
し
、「
常
に
真
の
憲
政
国
で

あ
る
べ
き
日
本
に
於
て
は
、
一
国
一
党
の
主
張
は
実
は
意
義
な
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
真
の
憲
政
の
下
に
真
の
議
会
を
認
め
、
従

つ
て
真
の
政
党
を
認
め
る
以
上
は
、
非
常
時
に
於
て
も
、
国
内
に
い
く
つ
か
の
政
党
が
併
存
す
る
事
を
ど
う
し
て
不
合
理
と
断
定
出
来

よ
（
11
）

う
か
」、
と
論
じ
て
い
た
。

戸
沢
は
、
東
亜
主
義
に
関
し
て
も
言
及
し
て
い
た
。
ま
ず
、
戸
沢
の
国
際
認
識
と
し
て
は
、「
欧
米
諸
国
は
、
ア
ジ
ア
を
植
民
地
と
心

得
、
支
那
の
富
源
と
市
場
を
独
占
せ
ん
と
し
、
日
本
の
当
然
の
経
済
上
の
発
展
を
阻
止
せ
ん
と
し
て
、
支
那
の
門
戸
開
放
を
主
張
し
、

機
会
均
等
を
力
説
し
…
我
国
の
支
那
に
於
け
る
経
済
上
の
正
当
の
発
展
を
も
抑
制
せ
ん
と
つ

（
12
）

と
め
」た
の
で
あ
り
、「
軍
事
的
見
地
か
ら

い
つ
て
、
我
国
は
隣
邦
支
那
と
提
携
し
て
行
か
ね
ば
国
防
上
の
完
全
を
期
し
難
く
、
ソ
連
に
対
し
て
充
分
の
防
御
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で

（
13
）

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
西
欧
か
ら
の
東
亜
の
解
放
の
た
め
に
は
、
東
亜
諸
民
族
の
連
携
は
不
可
欠
で
あ

る
。

「
東
亜
諸
民
族
の
互
助
的
連
関
の
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
そ
れ
自
身
は
、
東
亜
諸
民
族
の
夫
々
の
真
の
反
映
の
為
に
、
従
つ
て
東

亜
の
永
遠
の
安
寧
の
た
め
に
、
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
更
に
将
来
全
東
洋
の
各
民
族
の
真
の
反
映
の
た
め
の
、
従
つ
て
東
洋
の
永
久

の
安
寧
の
た
め
の
、
東
洋
諸
民
族
の
互
助
連
関
の
関
係
の
確
立
、
と
い
ふ
段
階
へ
と
達
す
べ
き
…
は
、
我
々
に
は
政
治
上
の
一
つ
の

当
為
で
あ
る
と
共
に
、
又
一
つ
の
必
然
の
成
行
で
も
あ
る
で
あ

（
14
）

ら
う
。」

東
亜
新
秩
序
（
日
満
支
）
に
つ
い
て
、
戸
沢
は
積
極
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場
で
あ
る
。
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「
東
亜
の
諸
民
族
は
自
分
た
ち
の
力
で
東
亜
の
興
隆
を
計
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

（
15
）

な
い
。」

「
日
本
の
為
政
者
は
、
単
に
日
本
と
い
ふ
一
国
の
統
一
を
堅
固
に
す
る
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
こ
の
日
本
に
素
晴
し
い
精
神
上
及
び

物
質
上
の
力
を
発
揮
せ
し
め
、
こ
の
偉
大
な
力
を
原
動
力
と
し
て
、
始
め
て
よ
く
、
欧
米
諸
強
国
の
不
当
な
干
渉
を
も
、
経
済
上
の

困
難
そ
の
他
の
諸
の
艱
難
を
も
、
見
事
に
克
服
し
て
、
当
用
諸
民
族
を
西
洋
諸
国
の
権
力
と
搾
取
か
ら
解
放
し
、
東
洋
諸
国
の
一
大

協
同
体
を
結
成
し
、
東
洋
人
の
東
洋
を
建
設
し
、
東
洋
永
遠
の
平
和
を
確
保
す
る
、
と
い
ふ
一
大
使
命
を
達
成
す
る
事
が
出
来
る
の

で
（
16
）

あ
る
。」

東
亜
新
秩
序
の
建
設
に
際
し
て
は
、
日
本
は
指
導
的
な
役
割
を
は
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
干
の
点
で
自
重

し
た
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。

「
殊
に
こ
の
協
同
体
の
建
設
に
指
導
的
役
割
を
演
ず
べ
き
日
本
（
大
和
）
民
族
は
、
東
亜
諸
民
族
相
互
の
関
係
を
直
視
し
て
真
剣
に

東
亜
民
族
の
問
題
を
考
え
、
…
自
己
の
尊
い
個
性
や
伝
統
を
充
分
に
理
解
し
て
や
つ
て
、
つ
と
め
て
彼
等
の
固
有
の
発
展
を
助
成
し

て
や
る
べ
き
で
あ
り
、
濫
り
に
日
本
の
思
想
や
文
化
を
そ
の
ま
ゝ
彼
等
に
押
付
け
た
り
な
ど
し
な
い
様
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す
べ
き

で
（
17
）

あ
る
。」

戸
沢
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
の
よ
う
な
原
理
で
は
な
く
、
日
本
の
国
体
に
基
づ
く
政
治
を
お
こ
な
い
、
東
亜
の
同
胞
と
と
も

に
手
を
取
り
合
う
姿
勢
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。

「
日
本
自
ら
が
、
今
後
は
日
本
も
支
那
の
真
の
味
方
で
あ
ら
う
と
支
那
に
信
頼
さ
れ
る
に
ふ
さ
は
し
い
政
治
状
態
に
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
さ
れ
ば
、
日
本
の
政
治
が
、
誠
に
倫
理
的
な
親
和
的
な
日
本
の
国
体
に
基
い
た
日
本
の
真
の
憲
政
と
し
て
発
展
し
て
行
つ

て
、
日
本
の
政
治
自
ら
が
、
こ
の
尊
い
国
体
と
合
致
し
な
い
独
裁
な
ど
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
、
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
は
、
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東
亜
の
諸
民
族
を
真
の
同
胞
と
し
て
取
扱
つ
て
彼
等
の
夫
々
の
自
主
的
発
展
に
心
か
ら
の
援
助
を
与
へ
る
、と
い
ふ
意
味
に
於
て
も
、

極
め
て
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
総
じ
て
、
デ
モ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
支
那
の
イ
ン
テ
リ
を
、
東
亜
の
た
め
に
、
支
那

の
た
め
に
、
日
本
と
心
か
ら
協
力
す
る
に
至
ら
し
め
る
に
は
、
独
裁
は
不
適
当
で

（
18
）

あ
る
。」

戸
沢
も
ま
た
、
国
体
論
や
東
亜
主
義
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

１
）

戸
沢
鉄
彦
『
国
政
論
集
』
中
央
公
論
社

一
九
四
〇
年

三
二－

三
三
頁
。

２
）

同
上
三
四
頁
。

３
）

同
上
七
二－

七
三
頁
。

４
）

同
上
七
三
頁
。

５
）

同
上
七
四
頁
。

６
）

同
上
七
六
頁
。

７
）

同
上
七
七
頁
。

８
）

同
上
七
九
頁
。

９
）

同
上
一
〇
五
頁
。

10
）

同
上
八
一
頁
。

11
）

同
上
八
二
頁
。

12
）

同
上
一
二
五－

一
二
六
頁
。

13
）

同
上
一
二
六
頁
。

14
）

同
上
一
二
三－

一
二
四
頁
。

15
）

同
上
一
三
三
頁
。

155

二
〇

大
東
亜
戦
争
と
知
識
人

㈦
（
大
塚
）



O O T U K A 更新 3回 2 0 0 8 年 1月2 3日 2 1頁

n 0 8 1 2 3 8 駒澤法学７巻２号

16
）

同
上
六
七
頁
。

17
）

同
上
一
三
四
頁
。

18
）

同
上
一
〇
九
頁
。
な
お
、
戦
後
、
戸
沢
は
「
私
の
歩
い
て
き
た
道
」
に
あ
っ
て
、
多
元
的
国
家
論
、
宣
伝
論
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
次
大
戦
中
ご
ろ
よ
り
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
を
開
始
し
た
こ
と
も
吐
露
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
前
の
時
局
に
対
し
て
の
発
言
に

は
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
。（『
年
報
政
治
学
一
九
五
七

国
家
体
制
と
階
級
意
識
』岩
波
書
店
一
九
五
七
年
一
八
一－

一
八
八
頁
）。
ち
な
み

に
、
田
口
富
久
治
は
、「
戸
沢
教
授
が
心
底
か
ら
『
皇
道
政
治
原
理
』
の
信
奉
者
に
な
っ
た
と
は
と
う
て
い
思
わ
れ
な
い
」（
田
口
『
日
本
政

治
学
史
の
展
開
』
三
四
七
頁
）
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
「
議
論
の
大
前
提
と
し
て
『
国
体
論
』
を
置
き
、
結
論
と
し
て
『
大
東

亜
共
栄
圏
』
を
掲
げ
る
政
治
『
批
判
』
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
真
の
批
判
に
は
な
り
え
な
い
ば
か
り
か
、
論
者
の
知
的＝

倫
理
的
後
退
を
引

き
起
こ
し
か
ね
な
い
」（
三
四
七
頁
）
と
非
難
し
て
い
る
の
は
、
正
し
い
。
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